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Ａ　
　

パ　
　

ー　
　

ト

＜領
りょういき

域：人
にんげん

間と社
しゃかい

会＞

問
もんだい

題 25　新
しんじんしょくいん

人職員のＡさん（20 歳
さい

）は，子
こ

どもの頃
ころ

からの夢
ゆめ

だった介
かいごふくししょく

護福祉職にな

り，がんばって働
はたら

いていた。ただ，介
かいご

護の技
ぎじゅつ

術をもっと学
まな

ぶ必
ひつよう

要があるといつも

感
かん

じていた。ある日
ひ

，利
りようしゃ

用者Ｂさんに，「Ａさんじゃダメだ，別
べつ

の人
ひと

を呼
よ

んで」と言
い

われて，ショックを受
う

けた。悩
なや

むうちに利
りようしゃ

用者とかかわりたくないと感
かん

じるように

なり，眠
ねむ

れなくなってしまった。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，このような 状
じょうきょう

況 にあるＡさんが，ストレスを取
と

り除
のぞ

くために

まず行
おこな

うべき対
たいしょほうほう

処方法として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　つらさから逃
に

げず，学
まな

びが足
た

りないことを自
じかく

覚する。

2　介
かいご

護の技
ぎじゅつ

術がうまくなるために，全
ぜんりょく

力で取
と

り組
く

む。

3　眠
ねむ

れるように，毎
まいばんいんしゅ

晩飲酒する。

4　上
じょうし

司や同
どうりょう

僚などに悩
なや

みを話
はな

して，助
じょげん

言を受
う

ける。

5　介
かいごふくししょく

護福祉職には向
む

かないと判
はんだん

断して，転
てんしょく

職する。

人
にんげんかんけい

間関係とコミュニケーション
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Ａ　
　

パ　
　

ー　
　

ト

問
もんだい

題 26　Ａさんは有
ゆうりょうろうじん

料老人ホームに 入
にゅうしょ

所 したばかりである。ある日
ひ

，廊
ろ う か

下を行
い

っ

たり来
き

たりしているＡさんに，Ｂ介
かいごふくししょく

護福祉職が声
こえ

をかけた。Ａさんは，「 私
わたし

の部
へ や

屋

はどこですか」と困
こま

った様
よ う す

子で答
こた

えた。Ｂ介
かいごふくししょく

護福祉職が，「ここから 2 つ 隣
となり

の部
へ や

屋

です」と伝
つた

えると，Ａさんは，「どこですか」と不
ふ あ ん

安そうな 表
ひょうじょう

情 で聞
き

いた。Ｂ介
か い ご

護 

福
ふくししょく

祉職は非
ひ げ ん ご て き

言語的コミュニケーションを用
もち

いて伝
つた

えることにした。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，Ｂ介
かいごふくししょく

護福祉職が用
もち

いた非
ひ げ ん ご て き

言語的コミュニケーションとして，

最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　ゆっくり話
はな

した。

2　大
おお

きな声
こえ

で伝
つた

えた。

3　Ａさんの部
へ や

屋の番
ばんごう

号を紙
かみ

に書
か

いて渡
わた

した。

4　Ａさんに近
ちか

づいた。

5　Ａさんの部
へ や

屋のドアを指
ゆ び さ

差した。

問
もんだい

題 27　次
つぎ

のうち，介
か い ご ふ く し し せ つ

護福祉施設におけるコンプライアンスの意
い み

味として，最
もっと

も

適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　法
ほうれい

令を 遵
じゅんしゅ

守 すること

2　給
きゅうよ

与を引
ひ

き上
あ

げること

3　連
れんけい

携を促
そくしん

進すること

4　介
かいごぎじゅつ

護技術の 向
こうじょう

上 に努
つと

めること

5　管
かんりたいせい

理体制を強
きょうか

化すること
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問
もんだい

題 28　入
にゅうしゃ

社して 3 か月
げつ

のＡ介
かいごふくししょく

護福祉職は，初
はじ

めて夜
やきん

勤を経
けいけん

験したとき，排
はいせつ

泄

チェック表
ひょう

の記
きにゅう

入でミスをしてしまった。起
きしょうかいじょ

床介助で忙
いそが

しい時
じかん

間に記
きにゅう

入したため

に，記
きさいかしょ

載箇所を間
まちが

違えてしまった。Ａ介
かいごふくししょく

護福祉職は自
じしん

身のミスを受
う

け入
い

れられず，

落
お

ち込
こ

んでいる。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，Ａ介
かいごふくししょく

護福祉職に対
たい

する支
し じ て き

持的スーパービジョンとして，最
もっと

も

適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　同
どうりょう

僚と一
いっしょ

緒に排
はいせつ

泄チェック表
ひょう

を確
かくにん

認する。

2　施
しせつちょう

設長から再
さいはつぼうし

発防止に向
む

けた対
たいおう

応を指
し じ

示する。

3　上
じょうし

司がＡ介
かいごふくししょく

護福祉職の気
き も

持ちの理
りかい

解に努
つと

めつつ， 状
じょうきょう

況 を確
かくにん

認する。

4　看
か ん ご し

護師が利
りようしゃ

用者のその後
ご

の 状
じょうきょう

況 を確
かくにん

認する。

5　業
ぎょうむ

務マニュアルを見
みなお

直して，上
じょうし

司が必
ひつよう

要な修
しゅうせい

正を行
おこな

う。
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